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研究主題

美 的 体 験 の 場 を 通 して 、 豊 か な 感 性 を 育 む 授 業 の 研 究
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1主 題設定の理由

人 は だ れ で も様 々 な対 象 に対 して心 を揺 らす。 美 術 の学 習 に お いて生 徒 は、 美 的 体 験 の 場 を

通 して、 美 しさや快 さ、 情 や愛 とい った もの に心 を揺 ら し感 性 を 育 む。 ま た 、 地 域 や 社 会 を は

じめ 自 らを取 り巻 く環 境 や で き ご との 中 に一 人 一 人 が様 々 な思 いを もち、 自 らの 気 持 ち を 言 葉

や 形 に して発 信 して い る。

しか し、 現 代 の社 会 で は、 刺 激 的 な情 報 が氾 濫 し、 用 意 さ れ た もの や仮 想 の世 界 に生 徒 た ち

は満 足 し、 一 人 一 人 が豊 か な感 性 を磨 い て い る とは言 い難 い。 ものや人 との関わ りが希 薄 にな っ

た こ と も感 性 の高 ま りを鈍 化 させ て い る一 因 と考 え られ る。 ま た、 昨今 の子 ど もた ち の 行 動 を

見 る と、 命 や 自然 に対 す る畏 怖 や 自他 へ の思 い や りを身 に付 け る学 習 が 必 要 で あ る。

中 学 校 の美 術 の学 習 で は、 美 的 体 験 の 中 で感 性 を鋭 く し、 知 識 や見 識 を高 め豊 か な感 性 を 育

む こ と をね らい と して い る。 そ の た め に、 美 術 の基 礎 ・基 本 で あ る、 感 じる力 ・見 る力 ・表 現

す る力 を 授 業 の 中 で 生 徒 一 人 一 人 が 体 得 す る こと を重 視 して い る。 様 々 な観 点 か ら授 業 を 見 直

し、 題 材 ・教 材 、 授 業 の流 れ な ど を工 夫 す る ことで 豊 か な感 性 を育 む授 業 に で き る と考 え、 こ

の主 題 を設 定 した。

〆
〃ー 也
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皿 豊かな感性を育むためには(仮 説)

豊か な感性 を育 むためには、

が必要 であ る。 さ らに指導 にあた っては、 自 ら主体的 に活動 で きる前向 きな姿勢 を支援す るこ

とが大切 であ る。

皿 美術の学習における美的体験と生徒の学習へのキーワー ド(構 想図)

一 一 一一一　＼

lOど んな些細なことも逃さない鋭憾 覚

P撒 行軌 表現のよりどころとなる臓 技能1

遡 できる心と追究する気持ち_～ コ

美 的体験 を通 した

… 感性 への アプ ローチ

E一

感 じ る

自然や社会環境 、他者か らの刺激 を

敏 感 に感 じ取 るアンテナを持 っ。

▼

唾、壁 ト

一 一一
考えながら、さらに

思 考 、 判 断 で き る力 を 培 う。

▼

伝 え る こ とで

壁 合う
自分の考 えを他者 に伝 え る伝達 方 法

表現方法 を身に付 ける。

学 習 の キ ー ワー ド … …

興 味、 関心

好 奇 心 、 直 感 、 感 情

直観 、 発 想 、 構 想

感 じ取 り、 知 識

手 段、技術

技能、知恵
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IV豊 かな感性を育 むための研 究の視 点(内 容 ・方法)

○ 題材 ・教材 を工夫 した研究

○ 授業 の流 れ(指 導計 画)を 工夫 した研究

○ 授業 の中で他者(人)と のかかわ りを工夫 した研究

学習活動での生徒の感性への アプローチ ◎ …特 にアプ ローチで きるところ

○ …アプ ローチで きる ところ

授 業 の 流 れ
研 究 の 視 占♂、、、

導 入 展 開 ま とめ

○題材 ・教材を工夫 した研究

。素材 との関わ りの工 夫 ◎ ○

「自然木や流木などに生命を吹き込 もう」 興味 ・直感

・生徒にとって新鮮な題材の工夫 ○ ◎

「動 きの創造」 発想 ・構想

○授業の流れ(指 導計画)を 工夫 した研究

・感 じ取る授業の工夫 ◎ ◎

「あん な感 じこんな感 じどんな感 じ」 感 じ取 り 鑑賞の能力

・技術 ・技能の獲得の工夫 ◎ O

「デ ッサ ンカ を身 に付 けよ う」 技術 ・技能

・ものを作 リなが ら考え る ○ ◎ ○

「気 持 ちにタ ッチ」

O授 業の中で他者(人)と のかかわ りを工夫 した研究

・自己を見つめる授業の工夫 ○ ◎ ◎

「私の時代」 構想 ・手段 鑑賞の能力

・在 り方生き方を考える ◎ ◎

「祈 りの絵の鑑賞」 興味 ・関心 鑑賞の能力

・多 くの作家の考えに触れる ○ ◎ ◎

「HEARTOFPICTURE」 感 じ取 り 鑑賞の能力
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V授 業実践研究例

自然木や流木なとに生命を吹き込もう

,題 材設定 の理 由

今 日、豊か な自然が少 な くな り、生徒が 自然 や自然素材 と触れ合 うことが少 な くなってき

た。美術 の授業 で も、新 しい素材 を使 うことが多 くな って いる。豊かな感性を育む には、生

徒が で きるだけ自然素材 と触れ合 い、 自然か ら受 ける感情や感覚を大切 にす る授業の工夫が

必要 である。 自然素材 を生か し、素材 との出会 いか ら新 たな発想 ・構 想を引 き出 した いと考

え本題材 を設定 した。

2学 習の展開

犀 習の翫 「 一 学 習 活 動 一π 指導の工夫及濡 の観点二 「

H

準

「禰 痂 集
備[。 自然木や淋 石などの自糠 材の創 。表現意図をも。て、素材と接し

や形、肌合 いなどに興味 を もっ。

、「

、Oるせさ見発を徽の材素醸治
。

一
1・ 自然素材を・動物や昆虫などに見立て}

るQ(発 想 ・構想)

て い る か 。

導

」 一

入

i-

1'1

纏国 ■

「
一一_

開展 1

___⊥

○素材に合う道具を選び、正 しい使い方

を身に付け'加 干'制 作する・

夢'け 蓼1`「 璽 。,影 鰍 購
コ氏 黙

み リへ
・ 鳶レ款 叢.δ 詳蝉

評

"一
堕

巴
一瞬曝

型
覇

鋸

○道具の正しい知識 ・使用法を理i

解させる・t

○表現意図に合った、表現方法を1

鉄 しているか。i
一
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展 開2

O机 上 に置 いたときにどの ようになるか

など考え、 さ らに工夫 を加 える。

騨 鞍驚羅 一

溌噸警鯉
壷 」趣,

穆ダ

ま と め
○自分の作品にっい

○自他の作品を批評

㌔ 、、

○つ くりなが ら考 え、最後 まで素

材 を生かす工夫 を図 らせ る。

ぞ…蔓論 蜜曙
ニ な ま

蓼轡
○ 自他の作品及び表現の工夫に対

し共感 し、評価ができたか。

3考 察

本研究 は、題材 ・教材 を工夫 す ることに視点 を置 いて進 めた。 市販のキ ッ ト教材 を使わず

生徒 にと って新鮮 で、興 味 ・関心 が もて る教材 を工 夫 した ことで、意欲的な制 作態度 を培 う

ことがで きた。素材 か ら発想 し、表現活動 に発展 し、 作品をっ くりあげ る ことは、 「ものづ

くり」 の基本 であ る。生徒 の 自由な発想 や思 いが、 生徒 自身が山林や河原か ら収集 した自然

素材 に込 め られ、 その結果、鳥 や動物 な どの生 き物 に形 を変え、 新 たな生命が宿 ったよ うで

ある。

アイデアに合 わせて 自然素材 を選 んだ生徒、素材 の色や形、肌合 いか らアイデアを引 き出

した生徒 な ど様 々であ ったが、生徒 の発想や創意工 夫 に幅を もたせ る ことがで きたのは大 き

な成果 であ った と考 え る。

生徒作 品

自然木や流木 な どでっ くった生 き物 たち

」 遡 ・

、
・/亭

、 ㌦

鞠

滋瀞

撫
懸

副

勘

蘇
獣
拶

鷺
藻

鐸

・

"

ハ
し

唱

践
軽

遭吾 轡
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動きの創造 ア ニ メ ー シ ョン によ る 、 動 きの デ ザ イ ン ・伝 達

1題 材 設 定 の 理 由

ア ニ メ ー シ ョ ンは、 生 徒 の 日常 生 活 の 中 に、 伝 達 表 現 方 法 の一 っ と して 深 く入 り込 んで い

る。 生 徒 た ち に分 か りや す く、 色 と形 に よ る表 現 に 「動 き」 を プ ラス し、楽 し く表 現 体験 し、

学 習 で きる活 動 で あ る。 音 楽 や声 等 の音 素 材 と組 み合 わせ る こ とに よ って、 さ らに複 合 的 な

表 現 と な り、 新 た な感 性 を育 む こ と も考 え られ る。

本 題 材 で は、 動 きの 中 の リズ ム ・気 持 ち よ さ ・面 白 さ な どの要 素 を学 習 し、 自 ら も発 想 を

拡 げて ア ニ メ ー シ ョ ンをつ く って い く。 映像 表 現 を楽 しみ、 自 ら も工 夫 を し、 体 験 を通 して

豊 か な感 性 が 育 め る と考 え た。

2授 業のポ イン ト

ω ね らい及 び育 みたい感性 と能力

自分 の絵 や図柄 を動 かす →

見 る人 を楽 しませ る工夫 → 発想 ・構想 の工夫

個 々の感性 を働 かせた 「動 き」 の創造 ⇒

自分 のつ くりだ した ものに命 を吹 き込 む

⇒ 発想力 ・構成力

⇒ 生命感

創造 力、独創性

映像づ くりを体験す る → 映像機器 の理解 ⇒ 技術力、知識 ・理解

(2)学 習 内 容 の概 要

時 間 の感 覚 を高 め るた め、 音 楽 に合 わ せ た 「動 き」 を考 え る。

08拍 の 「動 き」 を考 え る ⇒2拍 ×4、4拍 ×2、 リピテ ー シ ョンな ど

○ 作 品 の量 ⇒8拍 を6秒 で表 現 し、1拍6枚 で、 計48フ レー ム分 の動 画 を描 く。

○ 表 現 材 料 ⇒ 〔学 校 で 準 備 〕 市 販 の動 画 用 紙 、 顔 料 ツイ ンペ ン(耐 水 性 の もの が よ い)

〔個 人 で準 備 〕 色 鉛 筆 、 色 紙 、 水 彩 用 具 …制 作 意 図 に よ る工 夫

○ 使 用 機 器 ⇒1/8秒 の コマ撮 り機 能 付 き デ ジタ ル ビデオ カ メ ラ、 ビデオ 編 集 機

手 作 り撮 影 台(次 頁 参 照)、 三 穴 タ ップ板40枚 、 ス トップ ウ ォ ッチ

○ 使 用 した楽 曲 ⇒ パ ッヘ ル ベ ル の 「カ ノ ン」 を原 曲 と して使 う。

○ そ の他 ⇒ テ キ ス ト、 ワー ク シー ト、 絵 コ ンテ用 紙 、 タイ ム シー ト、 保 管 袋

3学 習活動

導入1… …映像資料 の鑑賞

セルアニメや人形 アニメの作品、制作現場、撮影風景 な ど

導入2… …表現形式 の意識 と理解

8拍 の 「動 き」 を 考 え る。

〔例 〕 起 承 転 結 、ABCD, AABB,AAABな ど
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導 入3… … 動 きの ポイ ン トの 理 解 陶『

○ 動 勢 の 変化 → 落 ち る、 弾 む 、 飛 ぶ 、 流 れ る、 動 きの 誇 張 、 動 き の変 化 な ど

○ 速 度 → 加 速 す る、 減 速 す る。

○ 繰 り返 し → リ ピー ト、 リバ ー ス

テ キ ス ト資 料 の項 目

・ ア ニ メ ー シ ョ ン っ て な ん だ?

・い ろ ん な 表 現 の ア ニ メ が あ る ん だ ね

・ ス トー リ ー ボ ー ド ・絵 コ ン テ っ て な ん だ?

・撮 影 用 タ イ ム シ ー ト っ て な ん だ?

・原 画 ・動 画 ・中 割 っ て な ん だ?

「リ ズ ミ カ ル ァ ニ メ ー シ ョ ン の 制 作 」 っ て

な に す る ん だ ろ う?

・動 き の お も し ろ さ っ て な ん だ ろ う?

・ 時 間 枠 を イ メ ー ジ し よ う

・ ア イ デ ァ を 練 っ て み よ う

・絵 コ ン テ を 描 い て み よ う

・運 動 曲 線(動 き の 流 れ)の シ ー トを

作 っ て み よ う

難 。 ・騨

遡
響 騨 雛 幽

耀 野1川 ,

耀
麟
握 懸灘 鰐

等ダ
曜、

騨

机を転用 した撮影台を起 き、試 し撮 りもす ぐ見 られ る様 に した

「

テ キ ス ト資 料 ～ 「ア イ デ ア を練 って み よ う」 よ り

◎ キ ャ ラ ク タ ーを 決 め る

この場 合 、 人 物 と は限 らず 、 物 や 図形 ・幾 何 形 態 で もよ い。 自分 が 動 か した い形 。

動 き ・変 化 を 描 き進 め られ る形。 お も しろ い ・美 しい動 き に な りそ うな形 。

変 形(ト ラ ン ス フ ォ ー ム ・メ タ モル フ ォ ー ゼ)し 続 け る形 も考 え られ る。

◎ 補 足 ・追 加 ・注意 点

・一 枚 で は動 か な い はず の 絵 が 動 いて 見 え る こ と。 生 命 を持 った よ うに生 き生 き と見 え て

く る こ と。 こ こが うれ しい と こ ろ。 見 る人 を楽 しませ る こ とを考 え る。

・書 き込 み 過 ぎて 不 自然 な 動 きが 出 て しま うと見 に く くな る。 きれ い に動 い て見 え るよ う

に キ ャ ラ ク タ ー は単 純 に考 え た方 が よ い。 変 化 し続 け る形 を追 い か け て 描 け る よ う に。

・具 体 的 ・立体 的 な形 を 書 く場 合 に は ス ケ ッチ ・デ ッサ ンが 不 可 欠 。 少 しず っ 形 を変 化 さ

せ、 一 枚 一 枚 て いね い に描 け る密 度 で 描 く。

・動 きの流 れ(目 盛 りつ き)を 書 き込 ん だ シー トも作 った方 が よ い。

」
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④ 展 開 ・制 作 の流 れ

ワー ク シ ー トで アイ デ アを練 る

→ 絵 コ ンテ ・タ イ ム シー トの 記 入

(→ 運 動 曲 線(動 きの 流 れ)の シー ト作 成)

→動 画 の 制 作(下 書 き～ 清 書)

(→ 試 し撮 り ・そ の鑑 賞 ・手 直 し)

→ 撮 影 班 に よ る、 時 間 外 で の撮 影

… … → 完 成 作 品 の鑑 賞 ・相 互 評 価

ワーク シー トの内容(右 図)===「

・時 間 枠 と拍 数 ・絵 の枚 数 の イ メ ー ジ図 。

・どん な動 きを表 現 した い か言 葉 で書 く。

・キ ャ ラ ク ター の デ ザ イ ン。

・動 きの流 れ で描 い て み る。

(絵 の枚 数 に合 わ せ た ア イ デ アス ケ ッチ)

⑤ 評 価 の観 点

・ア ニメ ー シ ョンのつ くり方 を理解 で きたか。

。動 きの表 現 ・ユ ニ ー クな 発 想 が で きた か 。

・楽 しん で 制 作 し、 鑑 賞 す る こ とが で き たか 。

リズ ミカル アニ メー シgン の 制作ttlte2
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生徒作品一動画一より 生徒が選択 した主題や表現方法の例
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3考 察

生 徒 は、 テ レ ビで見 るア ニ メ ー シ ョ ンの 影 響 か ら、 発 想 段 階 で ス トー リー性 を盛 り込 み す

ぎ て しま う傾 向 が あ った。 実 際 に は一 瞬 の 作 品 にな るた め 、 時 間 の流 れ にっ い て は、 十 分 な

指 導 が 必 要 で あ る。

本 題 材 は、 生 徒 に と って初 あ て の体 験 で あ る。 他 の生 徒 作 品 を 鑑 賞 した り、 構 想 を練 り直

した りす る こ とで、 ア ニ メ ー シ ョ ンに対 す る理 解 が深 ま り、 制 作 に創 意 工 夫 が 生 ま れ た。 今

後 の 課 題 と して 、 次 の点 の改 善 を考 え る。

○ 条 件 や テ ー マ を絞 り込 ん だ制 作 活 動 に す る。

○ 動 きの ポ イ ン ト(動 静 、 緩 急 、 変 容)を 限定 した制 作 活動 にす る。

反 省点 はあ るが 、 多 くの生 徒 が 意 欲 的 に取 り組 めた の は成功 であ った。 ま た。 アニ メー シ ョ

ンと い う題 材 が 、 生 徒 に と って興 味 ・関 心 の高 い もの で あ り、今 後 研 究 を 深 め るべ き もの で

あ る こ とを確 信 した。 さ らに、 新 た な感 性 を生 徒 に は ぐ くめ る もの だ と考 え られ る。
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あんな感 じこんな感 じとんな感 じ

1題 材設定 の理 由

自然 や人間 、造形 物な どわ た したちの周 りにあ る物事 や対象物 に出会 った時、 だれ もが さ

まざまな 「感 じ」方 をす る。 しか し、心動 か され るが通 り過 ぎて しま うことの方 が多 い。豊

かな感性 とは、そんな時に立ち止 まり、対象 と向 き合 い、感 じ取 ることがで きることではな

いか。

本題材 で は、対象 か ら感 じ取 る 「感情 や感覚」 を生 徒が形、色、言葉、文章等 で表現 す る

力を身に付 け る指 導の工夫 を図 った。 自己の作 品の中に、具体 的な ものでな く 「感 じ」 を表

現 す ることで感性 を高 め ることを考 えたのであ る。 さらに、互 いに鑑賞 し合 う活動 を通 して、

自他 の作品に込 め られ た 「感 じ」 を理解 し合い、意見 を交換 し合 うことで感覚 を磨 くことが

で きると考えた。

2学 習 の展 開

導 入
学 習 活 動

口発想 トレーニ ング[2時 間]

○形容 詞的な言葉 「～ のような」 を使 って、色を表

現 す る。(例:燃 え るような赤)

「感 じ」 や 「感覚」 って どんな ものか、考 え る。

○抽象 画題名 当て クイ ズ

抽象 的な表 現に込 め られ た作者 の思 いを考 え る。

指導の工夫及び評価の観点

○叙情 的な表現 にっいて気 付かせ、感 じた こと

を表現す る手 がか りとす る。

○ 自分 に は、 どのよ うに見 え るか、感 じるかを

大切 に し、鑑賞 す る。

展 開

ロ モ ダンテ クニ ック練 習[1時 間]

さまざ ま技 法 に挑戦 してみ る。

口作品制 作[2時 間コ

モ ダ ンテクニ ックを活用 して制作す るが、作品の

「感 じ」 を考 えなが ら進あ る。

○さまざな表現技法を身に付けたか。

○題名 を考えなが ら制作 させ ることで、 表現 し

たい 「感 じ」 を明確に させ る。

まとめ

口鑑賞

○作品鑑賞カー ドの制作

[1時 間] ○自他の作品について深 く考えさせ、共通点や

違いなどに気付かせる。

○感 じ方と表現にっいて学習できたか。
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[生 徒 の鑑 賞 カ ー ドか ら]『

自分 の作 品 を文 章化 す る と、 自分 で も 「俺 、 こん な こ と思 って た ん だ … … 。」 と、 後 々 気

付 い た り して、 自分 で もあ ん ま り意 味 の な い 作 品 と思 って て も、 よ く考 え て み る とそ れ 以 上

に深 い意 味 が あ った りす る。 これ か ら絵 を見 る と きに も この こ とを大 切 に した い。

3考 察

さ ま ざ ま な技 法 を体 験 しなが らの制 作 中 に、 生 徒 か ら 「こん な こ とや って い い の?」 と い

う声 が 上 が った。 自分 の表 現 意 図 に合 う 自由 な表 現 方 法 に挑 戦 で きた か らで あ る。 また 、 偶

然 で き た形 や色 か ら発 想 を膨 らま せ、 独 自 の世 界 を工 夫 して表 現 す る生 徒 も多 か った 。

実 体 の な い 「感 じ」 を テ ー マ と して表 現 を試 み た こ とで、 立 ち止 ま って感 じる こ とや 内 面

を 見 っ め る こと の必 要 性 を体 験 で きた よ うで あ る。 これか ら生 きて い く社 会 の 中 で心 の 豊 か

さを 養 うき っか け と なれ ば と考 え る。

[生 徒作品 と感想文か ら]

㌦
】轟

難

「夢 中空間」

この作品の原点 は、昔か ら私 の中に潜

在す る 「歌好 きの心」だ。 その心 の中 に

天 の川 が流 れて いる。 水で もな く、星で

もな く、心 にあ る歌の旋 律が流れて いる

オ レンジのスパ ッタリングはみんなで歌っ

た合唱 の歌声 だ。流 れ る旋律 に溶 け込 も

うと してい るけれ ど、 まだ まだ これか ら

だ、 とい う不安、希望、願 い、 その他 何

もか もを詰 め込ん だ作品にしたっ もりだ。

「旅立 ち」○○ さんの作品

私 がなぜ この作 品に 「旅立 ち」をっ けたか と

うと、 た くさんの鳥 みたいなのが生徒一人一人

で、 その一人一人 が一 っに まとまって旅立っ時

が きた、 とい うよ うな感 じが した。 まわ りは少
　 　 　 　 　 　 　 　 　

し暗 あだけどそれがまた 「一 っに まとまれ大丈
　

夫」 とい うよ うな、団結 す る力 は大 きいよ うな

感 じがす る。今 は団結 していて も大 き くなれば

独立す る、子供か ら大人へ の成長 を感 じる作品

で した。
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デッサンカを身に付けよう 写実の追究

1題 材設 定の理 由

豊 かな感性 な しには、豊かな造 形表現 は望 めない。感性 を育 む上 で、 自分 が見 て感 じた も

のを表 現 ・伝達す ることは非常 に重要な ことであ る。 ところが生徒 の中で自分 の表現 した作

品 に満 足感や達成 感を感 じて いるもの は意外 に少な い。

中学 校 の年代 は、写実的 な表現へ の憧れや、欲求が とて も強 いので、 自分 の作 品を見 た と

きに、 自分 の技術 の未熟 さを感 じて しま うことが ある。特 に、絵画 において苦手意識 を もっ

生徒が多 い。

そ こで、感性豊 かな造形表現 を望 むために、見 た とお りに描 きたいという生徒の欲求 に可

能 な限 り応 え、見 る力、描 く力 の向上 を 目指 し授業 の工夫 を考 えた。

2生 徒 の現 状 を ふ ま え た指 導 の ね らい

一 現 状 ・

・観 察 力 の 不 足(対 象 を漠 然 と見 て い る)

・シ ンボ ル化 され た 形 の 出現(幼 児性 を 引 きず った ま ま の絵)

・空 間 の概 念 が 作 られ て いな い。

・明 暗 の追 究 不 足(輪 郭 線 だ けで 満 足 して しま う。)

し

畢

指 導 の ね らい

・絵 画表 現 に対 す る 自信 と、 意 欲 の 向上 を 目指 す。

・対 象 を と らえ る と い う こ と は ど うい う こ とな の か、 ま た、 そ れ に は色 々 な

アプ ロ ーチ の仕 方 が あ る とい う こ とに気 付 く。

・深 く観 察 し、 追 究 す る姿 勢 を 身 に付 け る。

3具 体 的 な て だて

・対 象 を と らえ る(見 る)と い う こと を形 、 明 暗 の 二 っ の角 度 か らと らえ て み る。

形

① 純 粋 に抽 象 的 な形 と して線 や面 を と らえ る

② フ ァイ ンダー の活 用 一

③ ネガ テ ィ ブ スペ ー ス の確 認

明 暗

① 鉛 筆 に よ る明 度 段 階 の 作 成。

② ハ イ ライ ト、 最 暗 部 の 確 認

③ ハ ッチ ング、 ク ロ スハ ッチ ングの 練 習
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4

《導 入 》

学習 の展 開

1見る ことの大切 さを知 る1

生 徒 の 活 動

何 も見 ないで描 く。

題材(木 、手、顔)

〈自己評価〉

見て描 く。

題材(手 、友達 の顔)

〈自己評価〉

自 己 評 価 の 観 点

・自己評価 は形、 明暗、感 想、満足度 にっ いて

記入 す る。

・シ ンボル化 した形 が出現 して いないか。

(綿 あめの ような木)

シンボル化 した形の出現が写実的表現の邪魔を

していることに気付 くか。

対象を見ることの大切さに気付いたか。

《展 開 》 1形を とらえる1

「永」 の字 を分割、逆 に して描 く。

線で描 く。(輪 郭線、重 な りの線)

題材(手 、 バ ラの花)

〈自己評 価〉

フ ァイ ンダーを使 って描 く。

題材(基 本立体、花 びん、イス)

〈自己評 価〉

・対象 を正 確 にと らえ ることがで きたか。

・普段書 いて いる文字の癖が 出ないので忠実 に

形 を と らえ よ うと して いる ことに気付 くか。

・線 のっなが りや方向 などを細か く観察 で きた

か。

・フ ァイ ンダーによるネガテ ィブスペースの確

認 を必ず行わせ る。

・ネガテ ィブスペースを意識 して描 けたか。
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明暗 をとらえ る

明度段階 をつ くる。(5段 階)

ハ ッチ ング

クロスハ ッチングの練習

ファイ ンダーで描 いた花びん等 に明暗をっ

け る。

灰色 の紙 に描 く。

題材(く だ もの、花 びん)

色鉛筆(白 、黒)を 使用。

〈自己評価〉

鉛筆1本 で幅広い明暗の表現ができたか。

ハ ッチ ン グ

多

ク ロ ス ハ ッチ ン グ

ハ ッチ ング、 クロスハ ッチ ングを使 う姿勢 が身

に付 いたか。

ハイ ライ ト、最暗部 を確認 で きたか。

《ま とめ 》1写実 的 に描 く1

写実を総合的にとらえて描く。

題材(手 、顔)

最初 に描 いた作品 と比較 して、表現上で変わ っ

た点、良 くな った点 な どを認 識で きたか。

5評 価 の観点

・意欲 的に作業 に取 り組 む ことがで きたか。

。今 まで とは違 う対象 の とらえ方 に気付 き、 それを 自分 の表現 に生 かす ことがで きたか。

6生 徒 ア ンケー ト(こ の授業 を終え ての感想)

ア 対象 のと らえ方が ある程度理解で きた。

イ 前 よ りも上手 に描 けるよ うにな った。

ウ 前 よ りも意欲的 に授業 に取 り組 もうと思 う。

(YES146NO14)

(YES143NO17)

(YES150NO10)

7考 察

今回の取組 み は、 いろいろな対象の と らえ方を理解 し、意欲の向上を図 るとい う点 で、効

果があ った。 しか し、 自己の表現 した作 品に満足感を もて なか った生 徒 も若干だが いる。以

前 よ りも意欲 的に取 り組 めた姿勢 を大切 に、今後の授業 の中で継続 的 に指導 して い きた い。
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気 持 ち に タ ッ チ ー五感に触れる表玲

1題 材設定 の理 由

具体的 な題材設定 の理 由 と して次 の三点 を上 げ ることがで きる。

①生徒が 自分 自身 で表現方法 を選択 で きる内容 に したか った。

②表現方法 の選択 の幅をで きるだ け広 く し、遊 びの要素 を取 り入 れたか った。

③表現 したい内容 が どのよ うに伝 わ ったかを楽 しく確認 し合 え るよ うな課 題 に したか った。

この三点 を満 たす課題 によ り、

①生徒 の中 で物事 に対す る新 たな視点 の発見 に繋 が る。

②表現す る ことへ の興味 が喚起 され る。

③互 いの個性溢 れ る表現 にふれて意見交換 す ることで、他者 の存 在、特性、個 性の再発見 と

もに、 自己を再発見 し認 めあ う。

とい った様 々な効果 が生 まれ ることが期待 され る。 と同時に、 多方面 か ら生徒 の感性 に刺激

を与 える ことがで きるので はないか と考 えて この課題 を設定 した。

2.指 導 上 で 意 識 ・留 意 した こ と

(1)表 現 方 法(技 法)に つ い て

○ 絵 画 、 彫 塑 、 版 画 とい った通 常 の授 業 内容 に あ る表 現 形 式 に加 え、 触 覚 ・聴 覚 ・嗅 覚 と

い った五 感 に訴 え るよ うな方 法 ま で含 め て、 表 現 方 法(技 法)選 択 の 幅 を 広 く し、 自 由

に取 り入 れ る こ とが可 能 で あ る とい う こ とを強 調 す る。

〇 五 感 の うち、 今 回 は視 覚 的 な表 現 を 除 くこ とで、 作 品 を どの よ うな感 覚 を 重 視 して っ く

るか を考 え さ せ た。

〈例 〉 触 覚 ・聴 覚 ・嗅 覚 を敏 感 に した制 作

単 に作 品触 れ た り、 動 か して音 を 聞 い た り、 持 ち上 げ た 時 に重 心 が移 動 す る こ と な

ど、 持 った感 じが変 わ る こ とで、 何 か を訴 え る作 品 にす る。

〈例 〉 素 材 に つ い て

聴 覚 面:小 豆 、 ゴマ、 ビー玉 、 モ ー ター、 オ ル ゴー ル、 電 子 キ ッ ト等

触 覚 面:海 綿 、 キ ャ ップ シー ト、 布 、 毛 糸 、 フ ェイ ク フ ァー、 小豆 、 ゴマ 、 モ ー ター な ど

を利 用 した振 動 。

視 覚 面:電 気 的 な光(発 光 ダイ オ ー ド、 麦 球 、 豆 電 球 、 玉 電 気)、 発 光 素 材 、 光 学 繊 維

だ ま し絵 の要 素 、 名 画 の立 体 化

(2)ア イ デ ア ・デ ザ イ ンを ま とめ るに あ た って

○ た だ漠 然 と作 業 す るの で はな く、 表 現 内容 と技 法 を意 識 して 作 業 す る こ と を 強 調 す る。

○ そ の た あ に、 次 の① か ら③ の よ うな パ ター ンを 示 し、 いず れ の パ タ ー ンで もよ い こと を

説 明 す る。

① 表 現 した い 内容 を ま ず 明確 に し、 も っ と も的確 に 表 す方 法 を 考 え て 使 う技 法 を選 択 して

い く。 〈内 容 → 技 法 〉
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② 興 味 、 関 心 を も った技 法 を生 か せ る よ う に内 容 を考 え て い く。 〈技 法 → 内 容 〉

③"①"あ る い は"②"で ス ター トして 、 作 品 を作 っ て い く課 程 で 、 さ らに 新 た な 技 法

を利 用 した り、 内容 の明 確 化 や 変 更 をす る。 〈内容 → 技 法→ 内容 → 技 法 … 〉

(3)鑑 賞 にっ いて

O作 者 が 何 を 表 現 したか った のか を考 え る。

○ 互 い に感 じ取 っ た内 容 を意 見 交 換 す る場 で あ り、 お 互 いの 作 品 を 自由 に鑑 賞 し、 自 由 な

感 想 を述 べ あ え る時 間 を もっ。

○ 今 回 の作 品 は、 この互 い に鑑 賞 しあ って 意 見 交 換 す る と い う時 間 を もっ ことで 本 当 の意

味 で完 成 す る こ とを理 解 させ る。

3.授 業 の実 際

授 業 ク ラス

(1)2学 年 選 択 美 術17名(男 子9名 女 子8名)

(2)題 材 内 容

○ 一 合 升 に様 々 な素 材 を加 え て 自分 の考 え 、 気 持 ち な ど を表 現 す る。'

視 覚 に限 らず 、 相 手 の五 感(視 覚 ・聴 覚 ・嗅 覚 ・触 覚 ・味 覚)を 通 じて 自分 の 考 孝や 気

持 ち を伝 え る よ うに工 夫 す る。

そ の際 、 無 理 な く手 に入 る素 材 で あれ ば、 どん な もので も加 え てか まわ な い。 た だ し、

で きる だ け升 の形 を利 用 し、 升 の原 型 を大 き く逸 脱 す る よ うな もの に は しな い。

ま た、 複 数 の升 を組 み合 わせ た り、 い くっ か のパ タ ー ンを作 って 並 べ る こ とで 表 現 す

る こ と も可 能 と した。

(3)授 業 の流 れ

○ 導 入 、 ア イ デ ア ス ケ ッチ、 素 材 集 め(2時 間 一2週 間)

・自分 の伝 え た い 内容 を ど うす れ ば的 確 に伝 え られ るか を念 頭 に おいて デ ザ イ ンさせ る。

・視 覚 だ けで は な く、 他 の 感 覚(複 数 も可)を 働 か せ 、 相 手 に訴 え る工 夫 を考 え る。

・興 味 を持 っ た表 現 の方 法 が 先 行 し、 理 屈 や 内 容 が あ とか らつ いて くる形 に な って もか

まわ な い こ と も伝 え る。

・作 例 の まね か らス タ ー トして もか まわ な い。

・描 いた ア イ デ ア ス ケ ッチ は、 失 敗 した と思 って も絶 対 消 さ な い。

・頭 よ り も手 で 考 え る。

*完 全 にオ リ ジナル な もの で な くて もか まわ な い。 作 例 に影 響 され る こと を案 ず る よ り

も、 そ こか ら自分 な りの 作 品 に昇 華 させ れ ば よ く、 表 現 の 内容 が 自分 の考 え 、 感 じた

もの で あ る こ とが 重 要 で あ る ことを 説 明 す る。

○ 作 業(4時 間)

・適 切 な 工 具 、 材 料 にっ いて の ア ドバ イ スを 行 い、 表 現 の方 向性 が 変 わ る こ と も自分 の

気 持 ち に沿 っ た もの で あ れ ば か まわ な い とい う こ とを 確認 す る。

・作 品 の 内容 が 変 化 して い く過 程 は簡 単 にで も必 ず記 録 して お くこ とを 指 示 す る。
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○ 鑑 賞(2時 間)

・次 の三 段 階 で行 い、 指 導 者 は最 後 の段 階 で適 宜 質 問 や、 感 想 を述 べ て い く。

1)互 い の作 品 を、 自由 に一 つ一 つ鑑 賞 す る時 間 を と り、 コメ ン トを鑑 賞 カ ー ドに で き

る だ け具 体 的 に記 入 して お く。.

2)フ リー トー キ ング の時 間 を設 定 す る。

3)ま と め と して、 自分 の作 品 の解 説 を含 め全 体 の前 で 発 表 す る。

4.ま とめ ・考 察

(1)技 法 につ いて

く実 施 学 年 〉

本 内 容 にお いて 、 まず 今 後 の課 題 と な る のが 技 術 の習 得 で あ ろ う。 せ っか くの技 法 選

択 の 自由 さ も、 生 徒 個 々 に 自 己表 現 に必 要 な技 術 が 備 わ って い な けれ ば効 果 が半 減 で あ

る。 そ の 点 を 考 え れ ば 実 施 学 年 は3年 とす る のが 適 当 か と考 え られ る。

〈カ リキ ュ ラ ムの 設 定 〉

さ らに重要 な こ と は、 中 学 校3年 間 を 通 して 計 画 的 に基 礎 ・技 能 を修 得 させ た り、 多

くの 表現 分 野 や 技 法 に触 れ る機 会 を 持 たせ る よ うな カ リキ ュ ラム の設 定 で あ ろ う。 必 修

の 時 間数 が減 少 傾 向 にあ る昨 今 にお いて は、 困 難 な こ と は想 像 に難 くな い。 小 学 校 との

連 携 に よ る基 礎 ・技 能 の修 得 もそ の 解 決 の 一 策 で あ ろ う。

〈生 徒 を取 り巻 く情 報 〉

現 在 、 三 年 生 の授 業 は本 内 容 に近 い もの を 行 って い るが 、 中 学 生 が 素 材 と して 利 用 す

る もの の幅 が広 い こ とに は驚 か され る。 例 を上 げれ ば き りが な いが 、 紙 粘 土 や ペ ーパ ー

フ ラ ワー の材 料 はゆ うに及 ば ず、 ドー ル ハ ウ ス に使 用 す るパ ー ッか らフ ロ ッ ピー デ ィス

クま で多 種 多 様 で あ る。 今 年 一 番 意 外 だ った材 料 の 中 に 、"っ け爪(正 確 な 名 称 は わ か

らな い"が あ る。 これ も現 代 の中 学 生 な らで は で あ ろ う。 素 材 ば か り で な く、 そ の 主

題 と な り うる もの も、 古 代 生 物 か ら レ トロな郵 便 受 け 、 お か も ち、 ア ニ メ を テ ー マ に し

た もの と様 々 で、 表 現 方 法 も コ ラー ジ ュの よ うな技 法 か らジオ ラマ仕立 て に した り、び っ

く り箱 に した り と凝 りに凝 った もの ま で見 られ る。 この よ うな 多様 な 表 現 を 評 価 して い

くため に も、 指 導 す る側 もア ンテ ナ を広 範 囲 に 向 け て、 多 くの情 報 を 柔 らか く受 け止 め

る必 要 が あ ろ う。

(2)評 価 につ いて

この よ うに 多様 な作 品 が 輩 出す る課 題 で は、 評 価 の方 法 が も っ と も問 わ れ る部 分 で あ ろ

う。 本 来 の評 価 を 、 「そ れ に よ って生 徒 個 々 が そ れ ぞ れ 次 の 課 題 を 持 っ た め の もので あ る。

さ らに前 進 す るた め の動 機 と な るべ き もの で あ り、 進 む べ き方 向 へ の示 唆 と もな る もの で

あ る。」 とす る な らば、 特 に この よ うな課 題 の場 合 、 個 々 の 生 徒 と 向 き合 い、 お 互 い に 触

発 しあ う意 見 の キ ャ ッチ ボー ル で あ ろ う。
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私の時代 自分の時代 をポ ップアー ト風 に表現す る。

1題 材設定 の理由

情報化社会 といわれて久 しいが、近年 にお けるメデ ィアの加速度的発達 により、私 た ちは

膨 大な量 の情報 に取 り囲 まれて生活 を して いる。 また地域 社会の崩壊、核家族化 な どに より

生活 様式 は個別化 が進み個人主義が台頭 してい る。

感性 を育むには外界か らの刺 激 に対 す る感受性 を鋭 くした り、他者 と感覚 を共有 す ること

によ って 自らの感覚 を深 め ることが必要 だ と考 え る。 ところが子供達 は大量 で刺激的 な情報

に 日常 的に さらされてい ることによ り、外界 か らの刺激 に対 する感受性 を鋭 くで きない し、

個人主義 的な生活様式 は他者 と感覚 を共 有す る場面 を不足 させ、 自分の感覚 を確認 した り深

めた りする ことを阻 んでいる。 このよ うに現代社会 は、子供達 の感性を育てて い くことが難

しい時代 であると言 えよ う。

そ こで大衆消費文化を逆手 にと って、 ポ ップアー トを築 いたウ ォーホルの手 法を まね る事

で、氾濫す る情報 に封 して主体的 な関わ りがで きな いか、 また 自分たちの時代を扱 うことで、

共感 を深め あう場面を作 り出す ことがで きるので はないか と考えた。

2学 習 の展 開

導 入 ① 「自分 と は何 な の か?」 と考 え る と きに、 ど う して も切 り離 す こ とが で きな い もの

は、 自分 の育 って きた時 代 で は な い だ ろ うか 。 人 は好 む と好 ま ざ る と にか か わ らず

時 代 の影 響 を受 け なが ら生 きて い る。

だか ら自分 自身 を表 現 す る と き、 自分 のか か わ って き た ものや 人 ・生 活 して きた

場 所 にっ い て考 え て み る こと は、 とて も大 切 な こ とで は な い だ ろ うか。

② ウ ォー ホ ルの 作 品 提 示

素材を集める→版下の製作

離 誌の砺 り抜きπ一讃

〆

製作環境

(参 考)

生徒 との対話を

活発 に行 い、個

々のイメー ジの

具体化 を支援 す

る。

「ハ ー ド

し フ,

Lデ ジ タル カ ・ ラ

NECMateNX一 一 一1

SUPERKiD951

S・NYDIgi・ ・堕 魁

伊 ジぐニ
ノ/

//一 一

デジタルカメラ禰

一 .reSSUPERKiD95
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① 使 用 ソ フ トの さ ま ざ ま な機 能 が どん な効 果 が あ るか興 味 を持 って活動 して い るか。 ② イ メー

ジが 深 ま り効 果 的 な 構 成 に な って い るか 。 ③ 生 徒 同 士 、 刺 激 しあ い発 想 が 広 が る雰 囲 気 が あ

るか。

製 版 シル クス ク リー ン感光 法

テ トロ ン200メ ッシ ュの 木枠 に感 光 フ ィル ムを 張 り付 け た もの を使 用 。

ハ ー フ トー ンを 出 した い場 合 に は、 ホ ワ イ トス ク リー ン(65L-30%)で

版 下 に網 掛 けを した。

刷 り

版 下 の ア ウ トライ ンを ト レー ス し、

ア ク リル絵 の具 で着 彩 した もの に プ リ

ン トす る。

欝 ボ
勲藏

響
羅撫

欝
無

・鐸

隷

襲
3考 察

生 徒 は、 コ ン ピュ ー タ ーの さ ま ざ まな 機 能 に熱 中 し、 楽 しん で製 作 で きた。

ま た制 作 過 程 を見 較 べ な が ら互 い に感 想 を 言 い合 うなか で 、 勇 気 づ け られ、 さ らに 意 欲 的

に な って い く場 面 も持 て た。

素 材 選 び の傾 向 と して は、 好 きな タ レ ン ト的 な もの を 選 ぶ 生 徒 も少 な くなか った が 、意 欲

を 大 切 に し、 生 徒 に ま か せ た。 結 果 的 に、 で きあ が った 作 品 を展 示 す る こ とで、 トー タル と

して 「私 た ち の時 代 」 が 感 じ られ る もの に な った と思 う。
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祈 りの絵 無言館 ・戦没画学生たちの作品

1題 材設定 の理 由

作 品には作者 の思 いが詰 まってい る、 その思 いが深 いほど作品 は何か を語 りか ける。音楽

が流 れ、 テー ブルの上 には果物 と紅茶、 きれいな着物 や背広 を着 た家族 の団簗、妹 や妻、恋

人 の肖像、戦地 で家族 との幸福 な食卓 を空想 して描 いた作 品や生 きて帰 って きた ら続 きを描

くはずだ った未完 の作 品。 後世 に知 られ る画歴 もない画学生 の修業途 中の作品 たちだが、 そ

の作 品に込 めた様 々な思 いを考え、鑑 賞す ることで、表現 す ることの素晴 らしさ、作 品の中

に流れ る様 々な気持 ちを感 じて ほ しい と考え、 この題材 を設定 した。

2学 習の展開 学習活動 ・指導上の留意点

導

入

展

開

①

展

開

②

伊沢洋 『家族』 太田章 『和子の像』二枚の作

品を提示 し、それぞれの作品にたいして感 じた

ことを発表 し合 う。

尋

惹

鑑

㎡

投影機に映 しながら、黒板に拡大 した作品の

横に意見を書 く。「何を描いたものか」「描か

れた人物の表情」 など

『
家
族
』

伊

沢

洋

画
監
華

　
が
りあさ

雪

喰詮

騒
、

騨
讐

裁

ぜ

『
和
子
の
像
』

太

田

章

画

『家族』 『和子 の像』 の エ ピソ ー ドを載 せ たプ

リン トを配布す る。

改めて作品の感想 を発表す る。

戦没画学生の作品を集めた美術館 『無言館』の

話と、その他の作品とエピソー ドの紹介

『戦地 でど うい う気持 ちで描 いたの か」 「妹

の表情 な どか ら感 じる兄 の気持 ち」戦争 につ

いて も触 れなが ら。,

◇市瀬文夫 『温室の前』

美術館 の様子 な どビデオ(NHK・ 新 日本探

訪)と プ リン トを使 って説 明

◇興椙武 『編み ものをする婦人』

◇大貝彌太郎 『飛行兵立像』一`

◇伊勢正三 『数寄屋橋界隈』

美大を卒業 し、現在無言館で働いている孫 と父

との、文夫の作品を通 じての思い(ビ デオ)

一 絵の具がはがれた痛みの激 しい作品たち

◇前田美千雄 「戦地か らの絵葉書』

出征の前日まで好 きな数寄屋橋を描いた

・四百通を越えた戦地か ら妻に送 った絵葉書
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ま

と

め

用紙を配布 し、作品や画学生、美術館について

の感想を書かせる。

作品 に込め られ た思 いを考え ることで、 印象

が どの ように変わ ったか。

後 日プ リン トに して配布す る。

3今 後 の課 題

今 後 の展 開 と して ◇ 前 田 の 作 品 を 参 考 に、 自分 の 大 切 な 人 に絵 手 紙 を描 く。

◇ 自分 に と って の 大 切 な 場 面(思 い出)を 作 品 にす る。

◇ 戦 争 記 録 画 、 香 月 泰 男 の シベ リヤ シ リー ズ な ど の鑑 賞 。

な ど、 この題 材 を 導 入 と して さ ま ざ ま な展 開 が 考 え られ る。 これ らの作 品 を戦 争 とい う過 去

の 出 来事 と して で は な く、 画 学 生 の作 品 と い う ことで 身 近 な もの と して と らえ させ、 さ ま ざ

まな 思 いを込 め て 描 か れ た もの と い う ことを 理 解 させ 、 そ こか ら展 開 さ せ て い きた い。

4配 布プ リン トと生徒の感想
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《参考文献》 『無言館』 戦没画学生 「祈 りの絵」

戦場 か ら妻へ の絵手紙 前 田美千雄追悼画文 集

窪島誠一郎著 講談社

高澤 絹子編 講談社
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HEARTOFPICTURE 作者 の心 に触れ る。

1題 材設 定 の理 由

情 報 ・物 質過 多 と な って い る現 代 社 会 だ が 、 子 ど も た ちが 造 形 作 品 に 込 め られ た 作 者 の

「心 」 を感 じた り気 付 く こ とが あ る だ ろ うか 。 そ の 「心 」 は芸 術 作 品 だ け で な く、 ア ニ メ ー

シ ョ ンや 漫 画等 子 ど も た ちの 身 近 な中 に も見 る こ とが で き る。 身近 な造 形 作 品 にた だ 接 す る

だ けで な く、作 品 に込 め られ た 作 者 の 「メ ッセ ー ジ」 を 感 じた り気 付 い た りす る力 を 育 む た

め この題 材 を設 定 した。

2学 習の展開

導入

学 習 活 動

・日常 生活の中の造形作品 にどん な作者の メ ッセー ジがあ るか考

え る。

〈それ らにはどん な思 いが入 って いるのか〉

*親 の愛情→ デ ィズニーラ ン ドの木馬の話

身近な生活での小話(鮫 子の話)

*命 、 自然の大切 さ→ アニメー ション映画

デ ィズニ ー ・宮崎駿作品

*巨 匠 といわれ る人 もメ ッセー ジを受 け取 った

ミケラ ンジェロとス ピルバ ーグ

*何 事 もあ きらめず に最後 までや り通す心

YAWARA

*手 塚治虫 もメ ッセ ージを受 け取 った

ライオ ンキ ング ← ジ ャングル大帝

*手 塚治虫にっいて、作者 ・他作品の紹介

虫マニァ→作者名

医学生→ ブラックジャック

漫画と時代背景

→作者が作品を通 して訴えたいことを考える

一(三う

・身近な物の中にも、作 った人 のメッセージがある事 を感 じさせ る

指導上の留意点

・手づ くりの作品への強 い

思 い、工夫等作者の気持

ちが作品 に込め られて い

ることに気付かせ る。

・子供の興味、関心 をひ く

よ うな人や物の エ ピソー

ドを準備す る。

・ただの漫画 と して しか見

て なか った もの に も、作

者の心が あると気付かせ

る。

・映画の台詞な どに監督 の

伝えた い言葉が あ った り

す る。

この ようなことを探 し出

す きっか けをつ くる。

・た くさん興味 ・関心や経

験があ ることは、何にお

いて も人生 の無駄 に はな

らな いことを知 る。
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展開 ・いろいろな作品を見て作者がどんな思いで作 ったのか考える。

→簡単な文章で表現する。

《作品群》

① 「オーベールの教会」 ゴッホ

② 「私 と村」 シャガール

③ 「夕日」生徒作品

④ 「兵馬桶」秦始皇帝陵より出土

⑤ 「出雲」唐招提寺壁画 ・東山魁夷

⑥ 「原生林のセル画」 もののけ姫より

⑦ 「叫び」ム ンク

⑧ 「家族」伊沢 洋、無言館より

・それぞれが考えた 「作者の思い」を発表する。

〈生徒 の受 け取 ったメ ッセー ジ〉

・芸術作 品ばか りでな く、

友人の作品やアニメーショ

ン、立体作 品 も含 あ る。

・作 品 も見 る人 によ って感

じ方 が違 うことを気 付か

せ る。

・同 じ 「山や林」 を描 い た

作 品で も作者 に よって表

現 が違 うことに気付 かせ

る。

・作品だ けを鑑 賞 した時 と

作者 の思 いと作者 にっ い

て考えなが ら鑑賞 した時

の違 いに気付かせ る。

絵 には色 々な思 いが込 もって いると思 った。今 まで知 らなか った作者の ヒス トリーを知 る ことで

分 か るものがあ ると感 じた。 絵だ けでな く 「ものの け姫 」な どの ように絵画や会話等、全 ての もの

に様 々な思いが込め られて いるのだ と思 う。

ま

と

め

・それぞれの作品の由来や エ ピソー ド、制作 した過程、作者 にっ

いて等簡単な説明をす る。

・自分が作品か ら受 けた印象 と説明を聞 いた後で感 じた ことの違

いなど文章で記入す る。

・自分の身近 な物 にメ ッセー ジが あるか見て みよ う。

・作者が どん なメ ッセー ジ

を持 って作品 を制作 した

のか。 また、 「作品=作

者 の思 い」 とい う関係 を

知 る。

3考 察

本 研 究 を通 して、 生 徒 た ち が、 正 面

か ら造 形 作 品 に触 れ、 作 者 の気 持 ち に

向 き合 う経 験 が足 りな い と改 あ て感 じ

た。 そ の経 験 は 日常 の 中 で、 生 徒 自身

が 少 し視点 を変 え るだ けで(例 え ば 漫

画 や ア ニ メ ー シ ∋ ンか ら も)体 験 で き

気 付 く もので あ る。 生 涯 を 通 して 、 作

品 や 作 者 及 び人 の心 に素 直 に向 き合 う

こ とが で きれ ば、 自他 を思 いや るだ け

で な く、 さ ら に感 性 の芽 を育 み開 花 す

る き っか け に な る と考 え る。

』

本研究後 の 「イメー ジ画」
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V【 研究 の まとめ

1授 業 研 究 の ま とめ

(1)題 材 や 教 材 に視 点 を置 い た授 業 研 究 か ら

環 境 や 自然 素 材 に 目 を 向 け た教 材 、 ア ニ メ ー シ ョ ンを取 り上 げ た題 材 に、 生 徒 は、 美 術

の楽 しさ や表 現 の お も しろ さ を体 感 で きた よ うで あ る。 新 しい体 験 は、 感 じ取 る力 を引 き

出 し、 もの の見 方 ・感 じ方 に広 が りを もたせ る。 豊 か な感 性 を育 む 一 っ の肥 料 に な る。

(2)授 業 の流 れ を工 夫 した授 業 研 究 か ら

美 術 の表 現 の授 業 は、 生 徒 自身 が感 じ→ 感 じ取 った ものか ら発 想 し→ 計 画 に基 づ いて 体

験 し→ 体 験 の 中 で創 意 工 夫 し→ 表 現 す る もの で あ る。 本 研 究 で は、 この プ ロ セ ス の 中で の

生 徒 の気 付 きに重 点 を 置 い た の だ が、 体 験 か ら学 ぶ もの は、 生 徒 に 「こ う した らで きる の

か 」 とい う気 持 ち と自信 を育 成 で き る と考 察 で きた。

⑧ 自 己 との かか わ り、 他 者 との か か わ りを工 夫 した授 業 研 究 か ら

自分 を見 っ め る こ と、 美 術 作 品 を通 して作 者 の思 い を感 じる こ とを重 視 した こ とで、 自

己 の再 発見 、 思 い を伝 達 す る こ との意 味 な どを生 徒 に感 じ、 考 え る機 会 を与 え られ た。

特 に、 人 の生 き方 や考 え に触 れ る こ とで感 性 を高 め る工 夫 が で きる と考 え た。

2評 価 について……感性 の評価 の問題点 とその対応 について

(1>「 感性」 の評価 の問題点

○ 内面 的 ・情意的 な 「感性」 の評価 に、 いかに公平性 ・客観性 を もたせ るか。

○ 「感性」 の定義 を明確 にで きるか

② 現行 の評価 の観点 について

○関心 ・意欲 ・態度 …… 「感性」 と同様 に内面 的 ・情意 的な評価 であ る。

○発想 や構想 の能カ ……客観 的に説 明で きる評価 であ る。

○創造 的な技能 誰 もが分 か りやすい評価 であ る。

○鑑賞 の能力 心 や気持 ちな ど 「感性」 の評価 にっ なが るものであ る。

(3)感 性 の評価 にっ いての考察(こ れか らの美術 で考 え るべ き評価 にっ いて)

○表現活動 の評価 の視点

表現活動 の指導 においては、誰 もが納得 で きる 「発想 や構想 の能力」 や 「創造 的な技

能」 な ど、分か りやすい評価 を重視 すべ きでないか。

○豊か な感性(心)の 育成、 および生涯 にわた って美術 を愛好 す る評価 の視点

数値化 しに くく、公平性 ・客観性 にかける部分 があ り、美術 においてさ らに研究開 発

すべ き課題 であ る。教 師の評価 に対 す る共通 の認識 や理解 が必要 であ る。

3ま と め

感 性 は、 長 い時 間 を か け て育 む もの と瞬 間 的 に体 得 す る もの が あ る。 今 、 生 徒 に必 要 な の

は、 経 験 の積 み重 ね や 手 応 え の あ る体 験 の 中 で培 う感 性 で は な い か。 本 研 究 は、 豊 か な感 性

を育 む第 一 歩 の研 究 で あ るが、5年 、10年 、20年 先 に生 徒 一 人 一 人 の感 じ方 ・見 方 に変 化 が

生 ま れ る こ とで成 果 が 実 証 され る もの だ と考 え て い る。
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